
 

 

平成２８年度「全国学力・学習状況調査」結果（市の概要）について 
                          

 
 平成２８度の本市の結果は、以下のとおりです。本調査結果は、学力・学習状況の特定の一部
分であることを踏まえてご覧ください。 
 
１  調査の概要 
  (1) 調査の目的 
     ア 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学

習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 
   イ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 
   ウ そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 
  (2) 調査の実施学年・実施学校数・実施児童生徒数 
  

学校種 実施学年 
実施学校数 実施児童生徒数 

本市 県（公立） 全国（公立） 本市 県（公立） 全国（公立） 

小学校 ６年生 ７８校 505校 119,751校 5,205人 14,255人 1,029,578人 

 中学校 ３年生 ３９校 216校 119,684校 5,037人 14,173人 1,000,432人 
  
  (3) 調査の内容 
    ア 教科に関する調査（調査対象：小学校６年生、中学校３年生） 
       国語Ａ・Ｂ、算数・数学Ａ・Ｂ（Ａは「知識」、Ｂは「活用」に関する問題） 
     イ 質問紙調査（調査対象：小学校６年生、中学校３年生、小・中学校） 

 生活習慣や学習環境等に関する調査 
  (4) 調査日     平成２８年４月１９日（火） 
 
２  教科（Ａ「知識」とＢ「活用」）に関する調査結果 
    （平均正答率・・・児童生徒の正答数の平均を設問数で割った値の百分率） 
  (1) 小学校６年生の平均正答率（％）    
 
  
  

教 科 国    語 算    数 

区 分 Ａ「知識」 Ｂ「活用」 Ａ「知識」 Ｂ「活用」 

本 市 ７４ ５９ ８０ ４８ 

県 ７２ ５７ ７９ ４５ 

全 国 ７３ ５８ ７８ ４７ 
         
  (2) 中学校３年生の平均正答率（％）                             
  
  

教 科 国    語 数    学 

区 分 Ａ「知識」 Ｂ「活用」 Ａ「知識」 Ｂ「活用」 

本 市 ７５ ６６ ６２ ４４ 

県 ７４ ６４ ６０ ４１ 

全 国 ７６ ６７ ６２ ４４ 
 

小６は、全ての教科で全国を上回っているが、中３においては、国語Ａ、国語Ｂが、

全国をやや下回っている。 
 
３ 質問紙調査結果 
    （児童生徒及び学校に対する質問から特徴的なものを抜粋、単位は％） 
(1) 児童生徒に対する質問 （質問文は一部省略） 

 家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事
について話しますか。 
あ ※「している」「どちらかといえば、してい
ああ る」と回答した児童生徒の割合 

 小学校 中学校 

本市 ８２ ７６ 

県 ８０ ７６ 
全国 ７９ ７４ 

 



 

 

 地域社会などでボランティア活動に参加した
ことがありますか｡ 
 ※「参加したことがある」と回答した児童生

徒の割合 

 小学校 中学校 

本市 ５４ ６１ 

県 ５５ ５９ 

全国 ３６ ４９ 
 

 

国語、算数・数学の授業は、好きですか｡ 
※「当てはまる」「どちらかといえば、当
てはまる」と回答した児童生徒の割合 

  小学校 中学校 

国
語 

本市 ５１ ５８ 

県 ５１ ５８ 
全国 ５８ ６０ 

算
・
数 

本市 ７１ ５８ 

県 ６９ ５７ 
全国 ６６ ５６ 

 
本市の児童生徒は、家の人に学校での出来事を話したり、地域社会などでボランティア

活動に参加したりしたと回答した割合が、全国に比べ高い。 
算数・数学を好きと回答した割合は、全国、県に比べ高いが、国語については、全国に

比べ低い。 

 
(2) 学校に対する質問 （質問文は一部省略） 

 

授業において、コンピュータ等を活用した授
業を行いましたか｡ 
※「週１回以上」「月１回以上」と回答
した学校の割合 

  小学校 中学校 

国
語 

本市 ７７ ４０ 

県 ６５ ２６ 
全国 ４３ ２０ 

算
・
数 

本市 ８２ ５８ 

県 ７１ ５１ 
全国 ５１ ３２ 

 

  前年度までに、近隣等の小(中)学校と、意見
を交換し合うなど、教員同士の交流を行いまし
たか。 
※「よく行った」｢どちらかといえば、行っ 
 た」と回答した学校の割合 

 小学校 中学校 

本市 ８１ ９２ 

県 ７８ ９３ 

全国 ８０ ８５ 
 

  様々な考えを引き出したり、思考を深めたり
するような発問や指導をしましたか。 
※「よく行った」｢どちらかといえば、行っ 
た」と回答した学校の割合 

 小学校 中学校 

本市 ８９ ７９ 

県 ９２ ８７ 

全国 ９５ ９３ 
 
国語や算数・数学の授業で、コンピュータ等を活用した授業を行ったり、近隣の小・中

学校と教員同士の交流を行ったりしたと回答した学校の割合は、全国、県に比べ高い。 
様々な考えを引き出したり、思考を深めたりする発問や指導を行ったと回答した学校の

割合は、全国、県に比べ低い。 
 
４ 今後の調査結果の公表等について 
 (1)  本 市 
    教科ごとに「市・県・全国の平均正答率」、「各教科の平均正答率（５段階）ごとの児童

生徒数割合のグラフ」、「教科ごとの本市の課題と改善策」を市のホームページで公表する。 
  (2)  学 校 
    平均正答率の数値は示さず、全国の平均正答率を１００として、市・全国と自校の結果を

比較するグラフと、学校の課題に対する改善策を公表する。小規模校で個人が特定される場
合は、グラフに代わる公表を行うこともできる。 

  (3)  今後の活用 
   ・ 市教委は、今回の調査結果や過去の結果との比較等の分析で明らかになったことについ

て対応策等を示し、各学校の指導方法の改善に生かすよう指導する。 
   ・ 各学校は、自校の調査結果を分析し、過去との比較の上、課題の対応策を立て、指導

方法の改善に生かす。 



 

【小学校】 【中学校】
〔国語Ａ〕 〔国語Ｂ〕 〔国語Ａ〕 〔国語Ｂ〕

〈課題〉 〈課題〉

〔算数Ａ〕 〔算数Ｂ〕 〔数学Ａ〕 〔数学Ｂ〕

〈課題〉 〈課題〉

【改善策】
　今後、本市の学力向上施策（『確かな学力』の育成）のうち、以下に示す事項について、重点として取り扱っていく。
　○　「市中学校かごしま学力向上プログラム」の拠点校・推進校の支援や指導・助言、管理職研修会、教科別研修会等を充実させ
　　「分かる・できる」授業づくりを通して教職員の指導力向上を図る。
　○　全国学力・学習状況調査結果分析を各学校へ情報提供し、授業改善や個に応じた指導の充実を図らせるなど、各学校で
あ ＰＤＣＡサイクルの充実がなされるよう、見届けまで確実に指導を行う。
　○　全国学力・学習状況調査や「かごしま学力向上Ｗｅｂシステム」の問題等を各学校の指導計画に位置付けさせるなど、具体的
　　な活用がなされるよう、支援や指導・助言を行う。
　
　また、各学校の学力向上策のうち、以下の内容を特に重点的に取り扱うよう指導する。
〔小学校〕（国語科）・人物像に結び付く叙述に注目して、教科書に線を引いたり、人物像について話し合ったりする活動の充実
ああああああああ  ・報告文等について、目的や意図に応じて書く事柄を収集し、整理したり、書いたものを発表し合い表現の仕方
　　　　　　　　　　　　　に着目して助言し合ったりする活動の充実
ああああ （算数科）・学習した計算方法と既習した加減乗除の計算方法を比較し、図や半具体物の操作と関連付けながら理解さ
                          せる指導の工夫
ああああああああ  ・結論を導くために、筋道を立てて考えたり、振り返って考えたりする学習の充実
〔中学校〕（国語科）・文中における文の成分の順序や照応、文の構成などについて考える活動の工夫
ああああああああ  ・相手の立場や考えを尊重し、目的に沿って話し合い、自分の考えを広げる話合い活動の工夫
あ〔中学校〕（数学科）・図形や関数の指導においては、図やグラフなどから分かることを読み取り、話し合ったり説明したりするなど
論
　　　　　　　　　　　　　理的に考える活動の工夫
ああああああああ  ・日常的な事象等を数学化することや問題解決のための構想を立て実践すること、他の事象との関係を捉える
　　　　　　　　　　　　　ことなどの「数学的プロセス」を重視した指導の充実
〔全　体〕 ・「まとめ」に対応した問題解決的な「めあて」を設定する授業設計の徹底
ああああ ・「思考を促す発問」、「自分の考えに基づく話合い活動」、「思考過程が分かる板書」を関連付けた指導の工夫による思考
              力・判断力・表現力の育成
ああああ ・調べたり文章を書いたりするなどの授業と関連をもたせた家庭学習の充実（特に言語活動の充実を図るための家庭学
あああああ習の工夫）
ああああ ・他者の話を聞く態度など学習態度の育成

・ ５段階の分布状況について、Ａ問題の４、５段階は８６％であ
 り基礎・基本は定着しているが、Ｂ問題の４、５段階は３５％、
 ２、３段階は５６％であり、中・下位層の活用する力を伸ばして
 いくことが課題である。
・ 加減乗除の意味について、それぞれの特徴・性質を比較し
 整理しながら、理解することに課題がある。
・ グラフや図、表等から読み取り判断したことについて、根拠
 となる数値や事実に基づいて説明することに課題がある。

・ ５段階の分布状況について、Ａ問題は１、２段階は１９％、Ｂ
 問題は１～３段階は７０％であることから、基礎・基本及び活
 用する力ともに十分定着していない。
・ 文字を用いて表した数量の関係や法則などを式に表現した
 り、式の意味を読み取ったりすることに課題がある。
・ 証明するに当たり、図形の性質を三角形の合同条件などを
 基にして確かめ、根拠とするものを適切に選択しながら論理
 的に考察し表現することに課題がある。

　Ⅱ　本市の平均正答率別（５段階）の児童生徒数割合グラフ及び改善策について

・ ５段階の分布状況について、A問題の４、５段階は７４％、Ｂ
 問題は４５％であることから、基礎・基本は定着している状況
 であるが、活用する力は不十分である。
・ 登場人物の人物像について、複数の叙述を基にして捉える
 ことに課題がある。
・ 活動報告文において、課題を取り上げた効果を捉えることに
 課題がある。

・ ５段階の分布状況について、Ａ問題の４、５段階は８５％、Ｂ
 問題は６２％であることから、基礎・基本が定着している状況
 であるが、活用する力は不十分である。
・ 文の成分の照応について理解することに課題がある。
・ 話の展開などに注意して聞き、自分の考えと比較することに
 課題がある。
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平成 28 年度 全国学力・学習状況調査（国語） 
～調査結果から見える本市国語科教育の課題について～ 

学校教育課 

Ⅲ 平成 28 年度全国学力・学習状況調査 
１ 国語（本市国語科教育の課題について） 

 
１ 

国
語
科
の
調
査
結
果 

小
学
校
に
お
い
て
は
、
Ａ
・
Ｂ
問
題
と
も
に
、
全
国
平
均
を
上
回 

っ
た
。 

 
中
学
校
に
お
い
て
は
、
Ａ
・
Ｂ
問
題
と
も
に
、
全
国
平
均
を
下
回 

っ
た
。 

平
成
二
十
七
年
度
と
比
較
す
る
と
、
中
学
校
の
Ａ
問
題
以
外
は
、 

全
国
比
が
下
が
っ
た
。 

「
読
む
こ
と
」
は
小
学
校
Ｂ
問
題
以
外
は
全
国
平
均
を
下
回
っ
た
。 

中
で
も
、
中
学
校
は
四
年
連
続
で
下
回
っ
て
い
る
。 

 

２ 

本
市
国
語
科
の
課
題 

・ 

登
場
人
物
の
人
物
像
に
つ
い
て
、
複
数
の
叙
述
を
基
に
し
て
捉 

え
た
り
、
目
的
に
応
じ
て
文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
、
自
分 

の
考
え
を
明
確
に
し
な
が
ら
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。 

・ 

文
の
成
分
の
照
応
に
つ
い
て
理
解
し
た
り
、
語
句
の
意
味
を
理 

 

解
し
、
文
脈
の
中
で
適
切
に
使
っ
た
り
す
る
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。 

    

         

３ 

課
題
を
示
す
特
徴
的
な
問
題 

【
小
学
校
Ａ
問
題
６
】 

《
登
場
人
物
の
人
物
像
に
つ
い
て
、
複
数
の
叙
述
を
基
に
し
て
捉
え
る
問
題
》 

                

【
中
学
校
Ａ
問
題
９
五
】 

《
文
の
成
分
の
照
応
に
つ
い
て
理
解
す
る
問
題
》 

          

項 
小学校 中学校 

A B A B 

本市正答率 74.1 59.3 75.2 66.2 
全国正答率 72.9 57.8 75.6 66.5 

全国比 
(Ｈ27) 

＋1.2 
(＋1.3) 

＋1.5 
(＋3.0) 

-0.4 
(-0.5) 

-0.3 
(＋0.1) 

 【本市正答率】62.7％（全国比▲1.2） 
 登場人物の人物像を説明するために、根拠と
なる表現として適切なものを選択できない生
徒が 37.3％いた。 
 日頃から人物像に結び付く叙述に注目させ、
教科書に線を引いたり、話し合い活動を取り入
れたりして、定着を図る必要がある。 

小

学

校 小 

学 

校 

中 

学 

校 

          

・ 活動報告文において、課題を取り上げた 
効果を捉える。     Ｂ２三【▲3.6】 

 
・ 登場人物の人物像について、複数の叙述
を基にして捉える。   Ａ６【▲1.2】 

 
・ 学年別配当表に示されている漢字（省く） 
を正しく読む。     Ａ１一３【▲0.9】 

 
※ 目的に応じて、文章の内容を的確に押さ
え、自分の考えを明確にしながら読む。 

Ｂ３三【＋3.5（記述）】 
無答率 8.3％【＋3.2】 

 

 

 

 

・ 文の成分の照応について理解する｡      

Ａ9 五【▲5.1】 

 

・ 話の展開などに注意して聞き、自分の考

えと比較する。     Ａ７一【▲4.1】  

 

・ 語句の意味（手塩にかけて育てる）を理

解し、文脈の中で適切に使う。 

Ａ9 三ウ【▲3.3】 

・ 本や文章などから必要な情報を読み取

り、根拠を明確にして自分の考えを書く。 

          Ｂ３三【＋0.1(記述)】 

無答率 23.4％【▲0.6】 

【全国との比較】 

【本市正答率】45.7％（全国比▲5.1） 
 文中の「とても」を指示する語だと誤って捉え
た生徒が 31.9％いた。 
 文の成分について、文法単元の時間はもちろん、
それ以外の単元においても、短い時間を利用して
復習を重ねて、定着を図る必要がある。 



【(  )内は H27年度】 

 
【
中
学
校
Ｂ
問
題
７
一
】 

《
話
の
展
開
な
ど
に
注
意
し
て
聞
き
、
自
分
の
考
え
と
比
較
す
る
問
題
》 

                        

      

４ 

児
童
・
生
徒
質
問
紙
と
の
関
連 

小
・
中
学
校
の
、「
目
的
に
応
じ
て
資
料
を
読
み
、
自

分
の
考
え
を
話
し
た
り
、
書
い
た
り
」
す
る
活
動
や
、「
う

ま
く
伝
わ
る
よ
う
、
資
料
や
文
章
、
話
の
組
み
立
て
を

工
夫
」
す
る
活
動
に
つ
い
て
、
全
国
と
の
差
が
前
年
度

よ
り
縮
ま
る
傾
向
が
概
ね
見
ら
れ
た
が
、
中
学
校
で
は

意
見
な
ど
を
う
ま
く
伝
え
る
た
め
の
工
夫
に
お
い
て
、

差
が
開
い
て
お
り
、
早
急
な
改
善
が
必
要
で
あ
る
。 
 

５ 

改
善
の
ポ
イ
ン
ト 

【
小
中
共
通
】 

・ 

児
童
生
徒
の
学
力
の
実
態
把
握
や
過
去
の
分
析
を 

行
い
、
定
着
の
不
十
分
な
問
題
等
に
意
図
的
に
取
り 

組
ま
せ
る
授
業
の
実
践
。 

・ 

実
生
活
の
様
々
な
場
面
を
踏
ま
え
た
言
語
活
動
を 

位
置
付
け
る
授
業
の
実
践
。 

 

・ 

問
題
解
決
型
の
課
題
を
設
定
し
、
解
決
に
向
け
て 

話
し
合
い
、
表
現
す
る
学
習
活
動
の
実
践
。 

 

【
小
学
校
】 

・ 

人
物
像
を
捉
え
る
た
め
に
、
言
動
や
心
情
、
他
の
人
物
と
の
関
係
を
示
す
表
現 

や
叙
述
を
手
掛
か
り
に
、「
人
物
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
作
り
」
を
行
い
、
心
情
の
変
化 

や
人
物
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
理
解
を
深
め
る
学
習
活
動
を
行
う
。 

・ 

単
元
の
最
後
で
学
習
の
成
果
を
確
認
す
る
と
共
に
課
題
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
、 

課
題
を
見
付
け
る
こ
と
が
新
た
な
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
。 

・ 

ロ
ー
マ
字
の
読
み
や
書
き
に
つ
い
て
、
継
続
的
な
指
導
を
行
う
。 

【
中
学
校
】 

・ 

文
の
成
分
に
つ
い
て
、
用
語
の
理
解
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
徒
が
実
際
に
書 

い
た
文
章
を
推
敲
し
て
、
主
述
の
ね
じ
れ
を
修
正
す
る
な
ど
、
実
際
の
表
現
に
生 

 

か
せ
る
よ
う
な
学
習
活
動
を
行
う
。 

・ 
学
習
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
個
人
―
グ
ル
ー
プ
―
全
体
―
個
人
の
流
れ
を 

意
識
し
た
話
合
い
活
動
を
行
う
。
ま
た
、
発
表
の
際
に
は
、
自
分
の
意
見
が
伝
わ 

る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
資
料
や
文
章
、
話
の
組
み
立
て
が
有
効
な
の
か
を
常
に
意 

識
さ
せ
る
。
よ
い
発
表
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か 

を
考
え
さ
せ
、
確
認
し
な
が
ら
実
践
的
な
力
を
育
む
。 

質問事項 
小学校 中学校 

本市 全国比 本市 全国比 

(66)目的に応じて資料を読み、自

分の考えを話したり、書いたり

していますか。 

65.3 
(63.1) 

▲1.7 
(▲2.1) 

61.7 
(56.1) 

▲0.5 
(▲3.1) 

(52)意見などを発表するとき、う

まく伝わるよう、資料や文章、

話の組み立てなどを工夫してい

ますか。 

61.5 
(56.8) 

▲2.7 
(▲4.4) 

50.9 
(49.6) 

▲6.8 
(▲4.4) 

【本
市
正
答
率
】６
６
．
５
％
（
全
国
比
△
４
．
１
） 

 

日
常
生
活
に
お
け
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
黒
板
に
ま
と
め
た
意
見
を
基
に
、

相
手
の
発
言
の
意
図
を
汲
み
取
り
な
が
ら
話
し
合
う
活
動
に
お
い
て
、
十
分
に
意

図
が
汲
み
取
れ
て
い
な
い
生
徒
が
３
３
．
５
％
い
た
。 

日
頃
か
ら
課
題
解
決
型
の
学
習
課
題
を
与
え
、
能
動
的
な
話
合
い
活
動
を
行
う

な
ど
の
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
積
極
的
に

展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 



Ⅲ 平成２８年度 全国学力・学習状況調査
２ 算数（本市算数科教育の課題について）

１ 算数・数学科の調査結果

小学校では、Ａ問題Ｂ問題ともに、全国の

平均正答率を上回った。

中学校では、Ａ問題Ｂ問題ともに、全国の

平均正答率と同等であった。

平成２７年度と比較すると、算数のＢ問題

と数学のＡ問題は、全国比マイナスポイント

の状況から０またはプラスの状況へと改善さ

れている。

項
算 数 数 学

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

本市正答率 80 48 62 44

全国正答率 78 47 62 44

全国比 +2 +1 ±0 ±0

（Ｈ27） (+2.8) (‐0.1) (‐0.2) (+0.4)

２ 本市算数・数学科の課題

・ 基礎的・基本的な知識及び技能を生かし

思考し、自分の考えを説明することに課題

がある。

・ 図・式・表・グラフ等を観察して数量の

関係を捉え、関連付けて考察すること、図

形等の性質を活用して、説明したり、証明

したりすることに課題がある。

【全国との比較】

・ 末尾の位が揃っていない小数の加法

の計算をすることができる。

Ａ２（２）【▲ 1.3】
・ 示された式に数値を当てはめて、目

小 標のタイムを求めることができる。

学 Ｂ２(２)【▲ 2.7】
校 ・ グラフから貸出冊数を読み取り、そ

・ れを根拠に、示された事柄が正しくな

算 い理由を記述することができる。

数 Ｂ４（３）【▲ 2.6】
※ 単位量当たりの大きさを求めるため

に、ほかに必要な情報を判断し、特定

することができる。

Ｂ４（１）【＋ 4.6】
・ 数量の関係を文字式に表すことがで

きる。 Ａ２（１）【▲ 5.2】
中 ・ 具体的な事象における２つの数量の

学 関係が、反比例の関係になることを理

校 解している。 Ａ９（３）【▲ 5.2】
・ ・ 筋道を立てて考え、証明することが

数 できる。 Ｂ４（１）【▲ 2.8】
学 ※ 資料を整理した表から最頻値を読み

取ることができる。

Ａ 12（１)【＋ 5.3】

３ 課題を示す特徴的な問題

【小学校６年Ａ問題２（２）】

末尾の位の揃っていない小数の加法の計算を

することができるかどうかをみる問題

（誤答例）

4.6.5
＋ .0.3

4.6.8

【本市正答率】75.8％ ［全国比▲ 1.3％］

乗法の筆算の仕方と混同し、位を正しく揃

えずに計算している誤答が多く、十進位取り

記数法の原理に基づいた加法の理解に課題が

ある。

【小学校６年Ｂ問題４（３）】

グラフから貸出冊数を読み取り、それを根拠

に、示された事柄が正しくない理由を、言葉や

数を用いて記述できるかどうかをみる問題

【本市正答率】22.3％ ［全国比▲ 2.6％］

グラフを比較し的確に判断することはでき

るが、その根拠がグラフの数値にあり、それ

を示しながら説明することが必要であること

について理解していないことが課題である。



【中学校３年Ａ問題２（１）】

数量の関係を文字式に表すことができるかど

うかをみる問題

【本市正答率】27.0％ ［全国比▲ 5.2％］

文字を用いて表した数量の関係や法則など

を式に表現したり、式の意味を読み取ったり

することに課題がある。

【中学校３年Ｂ問題４（１）】

筋道を立てて考え、証明することができるか

どうかをみる問題

【本市正答率】26.6％ ［全国比▲ 2.8％］

証明するに当たり、図形の性質を三角形の

合同条件などを基にして確かめ、根拠とする

ものを適切に選択しながら論理的に考察し表

現することに課題がある。

４ 児童・生徒質問紙との関連

【児童・生徒質問紙の結果（％）】

(76) 算数・数学の授業で学習したことを普段

の生活の中で活用できないか考えますか。

(85) 調査問題（Ｂ問題）の解答時間は十分

でしたか。

番号 本市 全国 全国比

算数
(76) 35.0 33.4 +1.6

(85) 30.8 29.2 +1.6

数学
(76) 13.8 15.1 ▲1.3

(85) 27.4 34.0 ▲6.6

（本市児童・生徒の「当てはまる」割合）

(76)「生活の中での活用」について、小学校は

全国を1.6ポイント上回ったが、中学校では昨年

度より0.4ポイント低い－1.3ポイントであった。

また、(85)「Ｂ問題の解答時間」については、

中学校において、全国に比べ時間が足りないと

感じている割合が高く、昨年度より更に0.9ポ

イント低くなった。

問題の内容や解決方法について見通し・振り

返りの活動を通して、活用場面の想起や多様な

解決方法の創造に取り組ませる必要がある。ま

た、Ｂ問題に類似する問題を数多く経験させる

必要がある。

５ 授業改善のポイント

(1) 算数・数学共通

○ 問題解決的な学習を単元に位置付け、

解決方法等を導き出させ、説明させる活

動を重視し、基礎的・基本的な知識・技

能の確実な定着を図る。特に、数や式に関

する指導では、数量の関係を図に表したり、

誤った考えについて考察し、間違いの根拠

を説明させたりする中で、原理・法則に基

づいた理解が深まるようにする。

○ 図形にある特徴や性質等については、

作図や観察等の活動を重視するととも

に、話合い活動等において、根拠を持っ

て説明できるようにする。

(2) 算数

数と計算の指導においては、計算処理の仕

方だけでなく、図や半具体物の操作と関連付

けながら理解を深め、物事を数・量・図形な

どに着目して観察し、的確に捉えられるよう

にする。さらに、筋道を立てて考えたり、

振り返って考えたりする学習を充実させる

ようにする。

(3) 数学

図形や関数の指導においては、図やグラフ

などから分かることを読み取り、話し合った

り説明したりする活動に取り組ませ、論理的

に考える機会を増やすようにする。さらに、

日常的な事象等を数学化することや問題解

決のための構想を立て実践すること、他の

事象との関係を捉えることなどの「数学的

プロセス」を重視した指導を充実させるよ

うにする。



Ⅳ　平成２８年度　全国学力・学習状況調査結果分析

　【児童生徒に対する質問紙調査結果〈抜粋〉】

本市 全国

1
小
学
校

82 79

中
学
校

76 74

本市 全国

2
小
学
校

86 83

中
学
校

71 67

本市 全国

3
小
学
校

54 36

中
学
校

61 49

本市 全国

4
小
学
校

76 76

中
学
校

70 69

本市 全国

5
小
学
校

77 83

中
学
校

77 78

本市 全国

6
小
学
校

73 76

中
学
校

66 70

本市 全国

7
小
学
校

68 63

中
学
校

77 68

児童生徒及び学校に対する質問から全国と比べて特徴的なものを抜粋しました。（単位は％）

　家庭や社会への対応等に関すること

　自己肯定感等に関すること

　家庭での生活や家庭学習に関すること

Ｑ：家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話しますか。(H28.Q19)
　※「している」「どちらかと言えばしている」と回答した児童生徒の割合

◆「家の人に学校での出来事について話している」と回答した児童生徒の割合は、全国
に比べ高い。

Ｑ：家の手伝いをしていますか。(H28.Q20)
　※「よくしている」「時々している」と回答した児童生徒の割合

◆「家の手伝いをしている」と回答した児童生徒の割合は、全国に比べ高い。

Ｑ：地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか。(H28.Q36)
　※「参加したことがある」と回答した児童生徒の割合

◆「地域社会などでボランティア活動に参加した」と回答した児童生徒の割合は、全国
に比べ高い。

Ｑ：自分には、よいところがあると思いますか。(H28.Q6)
　※「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した児童生徒の割合

◆「自分には、よいところがあると思う」と回答した児童生徒の割合は、全国とほぼ同
じである。

Ｑ：先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。(H28.Q32)
　※「当てはまる」「どちらかと言えばあてはまる」と回答した児童生徒の割合

◆「先生がよいところを認めてくれている」と思う児童の割合は、全国に比べ低い。

Ｑ：難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。(H28.Q5)
　※「当てはまる」「どちらかと言えばあてはまる」と回答した児童生徒の割合

◆「難しいことでも失敗を恐れないで挑戦している」と回答した児童生徒の割合は、全
国に比べ低い。

Ｑ：学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強
をしますか（学習塾や家庭教師含む）。(H28.Q14)
　※１時間以上勉強している児童生徒の割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆学校の授業以外に、１日当たり１時間以上勉強すると回答している児童生徒の割合
は、全国に比べ高い。



本市 全国

8
小
学
校

15 19

中
学
校

39 48

　読書等に関すること

本市 全国

9
小
学
校

78 75

中
学
校

71 70

本市 全国

10
小
学
校

22 24

中
学
校

16 18

本市 全国

11
小
学
校

84 85

中
学
校

81 84

本市 全国

12
小
学
校

62 64

中
学
校

51 58

本市 全国

13
小
学
校

76 76

中
学
校

66 69

Ｑ：読書は好きですか。(H28.Q64)
　※「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した児童生徒の割合

◆「読書は好き」と回答した児童生徒の割合は、全国に比べ高い。

Ｑ：新聞を読んでいますか。(H28.Q37)
　※週に１～３回以上読んでいる児童生徒の割合

◆新聞を週１～３回以上読むとする児童生徒の割合は、全国に比べ低い。

Ｑ：これまでの授業では、自分の考えを発表する機会が与えられていたと思いますか。
（H28.Q48)
　※「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した児童生徒の割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆自分の考えを発表する機会が与えられていたと回答した生徒の割合は全国に比べ低
い。

Ｑ：これまでの授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよ
う、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していたと思いますか。(H28.Q52)
　※「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した児童生徒の割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆「発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう工夫して発表していた」と回答
した児童生徒の割合は全国に比べ低い。

Ｑ：これまでの授業では、学級やグループの中で自分たちで課題を立てて、その解決に
向けて情報を集め、話し合いながら整理して、発表するなどの学習活動に取り組んでい
たと思いますか。（H28.Q50)
　※「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した児童生徒の割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆「自分たちで課題を立てて、その解決に向けて情報を集め、話し合いながら整理し
て、発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思う」と回答した児童の割合は、全国
とほぼ同じだが、生徒は全国に比べ低い。

　授業での学習活動等（児童生徒の発表等）に関すること

Ｑ：普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンで
通話やメール、インターネットをしますか（携帯電話やスマートフォンを使ってゲーム
をする時間は除く）。(H28.Q13)
　※１時間以上している児童生徒の割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆携帯電話やスマートフォンで通話やメール、インターネットを一日当たり１時間以上
使うと回答している生徒の割合は、全国に比べ低い。携帯電話・スマートフォンを持た
ない児童生徒は全国よりも多いが、７割強の生徒が持っており、その割合は年々高く
なっている。



　授業の好き嫌いや分からない事への対応に関すること

本市 全国

14 51 58

58 60

71 66

58 56

本市 全国

15
小
学
校

20 25

中
学
校

14 20

34 32

24 22

5 5

37 35

8 6

6 7

本市 全国

16
小
学
校

78 82

中
学
校

70 78

　【学校質問紙調査結果〈抜粋〉】

本市 全国

17 77 43

40 20

82 51

58 32

Q：授業において、コンピュータ等を活用した授業を行いましたか。(小国：H28.Q57、小
算：H28.Q58、中国：H28.Q57、中数：H28.Q58)
　※「①週１回以上」「②月１回以上」と回答した学校の割合
　　　（週１回以上、活用している）

◆国語や算数・数学の授業でコンピュータ等を活用した授業を行ったと回答した学校の
割合は、全国に比べ高い。

Q：授業の中で分からないことがあったら、どうすることが多いですか。（H28.Q60)
　※「その場で先生に尋ねる」「授業が終わってから先生に尋ねに行く」と回答した児
童生徒の割合

◆授業の中で分からないことがあったら、「その場で先生に尋ねる」「授業が終わってから先生
に尋ねに行く」の回答した児童生徒の割合が、全国に比べ低く、「家の人に尋ねる」と回答した
児童生徒の割合が、全国に比べ高い。

参
考

小
学
校

③友達に尋ねる

④家の人に尋ねる

⑦そのままにしておく

中
学
校

　授業でのＩＣＴ活用に関すること

小
学
校
中
学
校
小
学
校

Q：国語・算数の勉強は好きですか？(小国：H28.Q61、小算：H28.Q71、中国：H28.Q61、
中数：H28.Q71)
　※「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した児童生徒の割合

◆算数・数学を好きと回答した割合は全国に比べ高いが、国語については全国に比べ
低い。

国
語

算
数
・
数
学

③友達に尋ねる

④家の人に尋ねる

⑦そのままにしておく

Ｑ：あなたの学級では、学級会などの時間に友達同士で話し合って学級のきまりなどを
決めていると思いますか。(H28.Q29)
　※「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した学校の割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆学級会などで自分たちが学級のきまりを決めているかの問いに「そう思う」「どちら
かと言えばそう思う」とした児童生徒の割合は、全国よりも低い。

中
学
校

　学級活動に関すること

　

国
語

算
数
・
数
学

小
学
校
中
学
校
小
学
校
中
学
校
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　学習指導に関すること（表現力や思考力等を育てる指導）
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中
学
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中
学
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Ｑ：該当の児童生徒に対して，前年度までに，授業の中で目標（めあて・ねらい）を示
す活動を計画的に取り入れましたか。(H28.Q36)
　※「①よく行った」「②どちらかと言えば行った」と回答した学校の割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆授業の目標（めあて・ねらい）を示す活動を計画的に取り入れたと回答した小中学校
の割合は、全国に比べ高い。

　児童生徒の学習態度に関すること

　学習指導に関すること（めあてや振り返り）

Ｑ：児童生徒は、授業中の私語が少なく、落ち着いていますか。(H28.Q15)
　※「①その通りだと思う」「②どちらかと言えばそう思う」と回答した学校の割合

◆授業中の私語が少なく落ち着いていると回答した小学校の割合は、全国より高いが、
中学校においては下回っている。

Ｑ：様々な考えを引き出したり、思考を深めたりするような発問や指導をしましたか。
(H28.Q39)
　※「①よく行った」「②どちらかと言えば行った」と回答した学校の割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆思考を深めたりするような発問や指導を行ったと回答した学校の割合は、小・中学校
ともに全国に比べ低い。

Ｑ：学級やグループの話合いなどの活動で、自分の考えを深めたり、広げたりすること
ができていると思いますか。(H28.Q19)
　※「①その通りだと思う」「②どちらかと言えばそう思う」と回答した学校の割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆学級やグループの話合いなどの活動で、児童生徒は、自分の考えを深めたり広げたり
できていると回答した学校の割合は、小・中学校ともに全国に比べ低い。特に、中学校
が低い。

Ｑ：学級やグループの話合いなどの活動で、自分の考えを相手にしっかりと伝えること
ができていると思いますか。(H28.Q17)
　※「①その通りだと思う」「②どちらかと言えばそう思う」と回答した学校の割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆学級やグループの話合いなどの活動で、児童生徒は、自分の考えを相手にしっかりと
伝えることができていると回答した学校の割合は、小・中学校ともに全国に比べ低い。

Ｑ：学級やグループの話合いなどの活動で、相手の考えを最後まで聞くことができてい
ると思いますか。(H28.Q18)
　※「①その通りだと思う」「②どちらかと言えばそう思う」と回答した学校の割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆学級やグループの話合いなどの活動で、児童生徒は、相手の考えを最後まで聞くこと
ができていると回答した学校の割合は、中学校が全国に比べ低い。

Ｑ：該当の児童生徒に対して，前年度までに，授業の最後に学習したことを振り返る活
動を計画的に取り入れましたか。(H28.Q37)
　※「①よく行った」「②どちらかと言えば行った」と回答した学校の割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆最後の振り返る活動を計画的に取り入れていると回答した中学校の割合は、全国に比
べ低い。
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　学習指導に関すること（言語活動に関する研究や研修体制）

Ｑ：学校全体の言語活動の実施状況や課題について、全教職員の間で話し合ったり、検
討したりしていますか。(H28.小Q112、中Q110)
　※「①よく行った」「②どちらかと言えば行った」と回答した学校の割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆学校全体で言語活動の実施状況や課題について全職員の間で話し合ったり、検討した
りしていると回答した学校の割合は、全国に比べ低い。特に、中学校は低くなってい
る。

Ｑ：各教科の指導のねらいを明確にした上で、言語活動を適切に位置付けましたか。
(H28.Q38)
　※「①よく行った」「②どちらかと言えば行った」と回答した学校の割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆各教科の指導のねらいを明確にした上で、言語活動を適切に位置付けたと回答した学
校の割合は、全国に比べ低い。特に、中学校は低くなっている。

Ｑ：授業において、児童生徒自ら学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話
し合い、まとめ、表現するなどの学習活動を取り入れましたか。(H28.Q44)
　※「①よく行った」「②どちらかと言えば行った」と回答した学校の割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆「課題を設定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、表現するなどの学習活動」を
行ったと回答した学校の割合は、全国に比べ、小学校はやや高いが、中学校では低い。

Ｑ：児童生徒に対する算数・数学の指導として、発展的な学習の指導を行いましたか。
(H28.Q74)
　※「①よく行った」「②どちらかと言えば行った」と回答した学校の割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆算数・数学の指導として発展的な学習の指導を行ったと回答した学校の割合は、小学
校は全国に比べ高いが、中学校は全国に比べ低い。

Ｑ：指導計画について、言語活動に重点を置いて作成していますか。(H28.Q29)
　※「①よくしている」「②どちらかと言えばしている」と回答した学校の割合

◆指導計画について、言語活動に重点を置いて作成していると回答した小中学校の割合
は、全国に比べ低い。特に、中学校は低くなっている。

Ｑ：言語活動について、国語だけでなく、各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の
時間及び特別活動を通じて、学校全体として取り組んでいますか。（H28.小Q113、中
Q111)
　※「①よく行った」「②どちらかと言えば行った」と回答した学校の割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆言語活動の取組を、国語以外の各教科等を通じて、学校全体として取り組んでいると
回答した学校の割合も、全国に比べ低い。特に、中学校は低くなっている。
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　小・中学校の交流・連携に関すること

　研修や研究会に関すること

　学級経営に関すること

Ｑ：前年度までに、近隣等の小・中学校と、教科の教育課程の接続や、教科に関する共
通の目標設定など、教育課程に関する共通の取組を行いましたか。(小H28.Q82、中
H28.81)
　※「①よく行った」「②どちらかと言えば行った」と回答した割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆近隣の小・中学校と教育課程に関する共通の取組を行ったと回答した学校の割合は、
小・中学校ともに全国と比べ低い。

Ｑ：前年度までに、近隣等の小・中学校と、意見交換し合うなど、教員同士の交流を行
いましたか。　(小：H28.Q81、中：H28.Q80)
　※「①よく行った」「②どちらかと言えば行った」と回答した割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆近隣の小・中学校と教員の交流を行っていると回答した中学校の割合は、全国に比べ
ると高い。

Ｑ：児童生徒自ら学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話し合い、まと
め、表現するなどの学習活動を学ぶ校内研修を行っていますか。(小：H28.Q107、中：
H28.Q105)
　※「①よししている」「②どちらかと言えばしている」と回答した割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆いわゆるアクティブ・ラーニングの研修を行っていると回答した小中学校の割合は、
全国に比べ低い。特に、中学校は低くなっている。

Ｑ：教職員は，校内外の研修や研究会に参加し，その成果を教育活動に積極的に反映さ
せていますか。(小：H28.Q110、中：H28.Q108)
　※「①よくしている」「②どちらかと言えばしている」と回答した割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆参加した研修の成果を積極的に反映させているという本市小中学校の割合は、全国に
比べ低く、「その通りだと思う」とする学校は、全国に比べ低い。特に、中学校は低く
なっている。

Ｑ：学級全員で取り組んだり挑戦したりする課題やテーマを与えましたか。(H28.Q49)
　※「①よく行った」「②どちらかと言えば行った」と回答した学校の割合
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
◆学級全員で取り組んだり挑戦したりするテーマをよく与えたとする本市の小・中学校
の割合は、全国に比べ小学校は高いが、中学校は低い。


